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新2号 齢 纐2階 に新しく図離 搬 けらn・ 去る ミ}芋 昌'一'
,痛 繭
2月 末 、移 転 ・開 室 しま し た 。 こ の場 所 は/号 館 と2号 ミ 、 ・奪ミ
1-tr







が鎚薪 「購 認 離2藤 巳製灘 閲覧室6
した。窓側にはブラウジングコーナーも設けられ,く つ た。安全性及び,利 用者が一ケ所に集中する場合には順
ろいで新刊や新聞を読むこともできます。閲覧机 ・椅子 番を待たねばならないことなどが・慎重に検討されまし
をはじめ,痛 品が全て木製で統一されていることで,室 たが,今 後ますます増大する蔵書対策として,ス ペース
内はやわらかく落着いた雰囲気となっています。 の有効的活用が図られました。
矛二に,入 退室装置が設置され,24時 間の利用ができ この他,こ のたび新たに整備された検索コーナーでは・
るようになりました。これは,か ねてから図書室に最も 本所の1<INDを はじめとする学内,他 大学のデークベー
待望されていたことで,、今回,こ の移転を機会に漸く実 スの他,新 たに外部 データ ベー ス(STN・NHくKEI
現を見ました。TELECOM)が 接続され,ま た,現 在,各 種CD-ROM
才三に,書 庫全体に電動移動書架が据え付けられまし の導入も検討されていることも加え,今 後ますます巾広
、掌鋳'く 検索が可能となります。
平成5年 度末の蔵書冊数は,70,235冊(和/7,り80,洋
53,055),所 蔵雑誌は93/種 です。現在,国 内外からの寄
贈も含め到着 している新刊雑誌は550種(和279,洋274)
で,図 書室内で随時,自 由に閲覧 ・コピーができます。
その也X線 デー動 ず(Powde「Diff「acti。n(
File),及 びLandOlt-Bomsteinな ど25点 のシリーズ
が継続して入っています。
なお,今 年末には,現 在新築中の矛3新 棟にオ2書 庫
(/60m2)が 完成 し,現 在,別 置されている約20,000冊 の
蔵書が収納され,新 図書室のより能率的な活用が期待さ
図書室スタッフ れています。(図 書室より)
スーパ ー コンピューテ ィング シス テム
運用開始 に当た って





長に現在の材料科学が誕生した。従来から,社 会の要請 定評のあるメインフレーム 「BM9/2//5//,ス カラー最高
に応えられるだけの機能を持つ物質 ・材料 ・素材は,単 処理速度を誇るDEC/>AX7000,サ イエンテイフィツ
純な結晶では実現できず,実 験的に複雑な構造が研究さ クビジュア1コゼーション ・ソフトウェアA>Sの プラツ
れ続けて来た。理論は常に実験結果を説明するのが精一 トフォームとしてクボタTlTAN2,他 に各種ワークス




にも,原 子 ・分子レベルでの材料のマニピュレーション るために,フ ロン トエンドコンピューターでの>M/
技術の確立がなされ,更 に精密な比較研究を可能とした。CMsに よる会話型処理と,そ こからのバッチ投入とい
特に,原 子質量等以外にはパラメーターを極力使わない う形態を採用している。各種コンピュークーの長所を生
「第一原理』計算で,こ れらナノスケールの物質の性質 かした典型的なマルチベンダーシステ▲となっている。
が予測できるようになり,今 後の新 しい潮流に対する確 この5月27日 には,鈴木謙爾新所長と日立製作所公共
かな手応えが得られている。ちなみに,こ の数年,材 料 情報事業部次長の大多和英行氏を迎えて・無事テーブカ
科学分野では,シ ミュレーション,モ デリング,デ ータ ツトを挙行するまでに至った。このセレモニーは・本年
べ一ス,サ イエンティフィック ・ビジュアリゼーション 度の金研講演会で・本システムによる研究成果を半日以








は,・世界最高速の/CPU当 たり8GFLOPSを 達成し て本格的な運用が開始されている。この陰には,私 の無
ている日立製作所のS3800/380ベ クトルマシーン(3理 難題に即刻対応してくれた大野かおる助教授および中
CPU構 成で最大24GF=LOPS)を 中心に,フ ロント工 名生充技官を中心とした材料科学情報室のスタッフ,お
ンドコンピューターとして研究用の使い勝手の良さでは よび納入メーカー諸氏の文字通り昼夜を分かたない努力
雛 、,,、,子 構 置.扁'繍
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1聯.・ ・fs・一 樽 一 一量FDDI回 線 の 外 部 へ の接 続 も 可 能 と な る 。 後 は・ 有 効 な
,一 瀕 嚇 「 誓 亨 活 用 が 待 た れ るだ け で あ る 。
n-u/H=i　 ●eem・・ こ れ ら 最 新 鋭 の器 材 が 導 入 さ れ て も,一 般 利 用 者 が 即
㌦ 刻 活 用 す る こ と は 因 難 で あ る
。 私 が,口 を 開 く 度 に 『ス
iill-一 パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー 』 で は な く 「ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー
iテ ィ ン グ シ ス テ ム 」 と言 っ て い る の も,ハ ー ド ウ ェ ァ で
一,驚 野二欝1:な2二墾 堕 繋差識 陰節
爵 ㍉ト1盈 何と言っても利用者の窓口となり,問 題解決を迅速に支
欝 醐 弼 ・,援 することのできる有能な人材の確保が重要である。コ
トミド タ亀 ・ ンピューターが入ったのに更に人手が増えるのはおかし
図2材 料科学情報室スーパーコンピューター棟1階 に設置さ いとの意見もあるが,そ れによって本所の業績が飛躍的
れたS3800シ ステム に向上すれば,こ の提案は納得していただけるものと確
信 している。
があった。信 じられないことかも知れないが・最高速の 本所では全ての研究部門で24時 間ダイレク トダイヤ
スーパーコンピューターを最適な環境で利用するという ルイン電話 ・ファックスが利用できる。今では当たり前




なくてはならないコマンドは,「SUDersた だ一つになっ システム,大 規模なオリジナル材料データベースシステ
た1利 用者 は,各 自の処理内容をFORTRANプ ロ ム,等 の整備を行ってきた。これらに対する総合的な評






である。もちろん,各 メーカーも24時 間保守体制をひき,特 に,材 料データベースは,我 が国では未だに先進i欧米
バツクアツプに当たってくれている。 諸国に依存している。出来上がったものを利用するだけ
昨年度は,こ のスーパーコンピューター導入と並行 し の体質は,新 たな貿易摩擦を生み出す程 に批判されてい
て,第 二新棟建設に当たり,本 所内のネツトワークシス る。本所では,幸 い,オ リジナルな材料デークベース構
;網 阯響7誘 編 磁 至謂1蟹銃警 灘藩纂灘 議 警宅1ヨ灘 窪繍籠縣('
化し,各 研究室の壁に設置 したコンセントにモジュラー 計を行わなければならない。理論とシミュレーションの
ジヤツクを差し込むだけで各種情報機器の利用が可能と みによって材料設計全てが可能となることはあ り得な
なる最新鋭の設備を導入し,こ の点ではインテリジェン い。本当の 「第一原理』は神のみぞ知る訳であり,人 間
ト ・ビルを実現することができた。主要なコンピュータ は常に少なくとも一部は経験に根差 した材料設計を行う
一間は,DEC社 のGIGAswitchに よる/GbPsと ことになり,そ のためには材料に関する知識を集大成し
いう最高速度の接続がなされている。また,各 研究棟に たデータベースが欠かせない。
は,高 速でスーパーコンピューターを利用 するために 従来型の研究体制からの脱却は容易ではないが,シ ミ
/00MbPSのFDDI回 線が設置された。講堂と材料科学 ユレーシ≡]ンに基づく材料設計による実験のスクリー二
情報室には,ス ーパーコンピュークーからのアニメーシ ング,お よび爆発的に増大する情報の収集・蓄積 ・活用 ・






都合なことに,今 年度本学コンピュークーネットワーク ていただきたいと考えておりますので,今 後とも皆様方
TAINSの グレー ドアツブがなされ,今 回導入 された には絶大なる御支援をお願い申し上げます。
-4一
研究会報告
照射下 にある材料 中の水素 とヘ リウム
代表者 吉 田 直 亮
(九州大学応用力学研究所)
はじめに 座長 田辺哲朗(阪 大工)





れると、照射欠陥との相互作用により材料特性は複雑な 変化 丹野將雄(東 北大金研)
変化をおこす。ボイドスウエリングやヘリウム脆化等が
¢＼ その代表例である。 座長 森田健治(名 大工)
一方,照 射下における材料のがス原子保持 ・放出挙動 銅に注入されたヘリウムの挙動
においても照射欠陥との相互作用が中心的な役割をはた 出井数彦(長 崎大教育)
している。国際熱核融合実験炉(ITER)等 に刺激されてAl中 水素,重 水素の電子線衝撃核融合
核融合炉材料に対する関心が高まる中で,国 内における 鎌田耕治(核 融合研)
関連する研究報告も増えているが,学 会等においては必AlcPの 水素及びヘリウムイオン照射効果
すしも討論の機会は十分ではなかった。本研究会は工学 古野茂実(原 研)
的に重要な問題のみならす、その基礎をなす諸物性に関Al〔PのKrに 対する焼鈍の効果 八木栄一(理 化学研)
する問題に焦点を絞っての情報交換と討論の場を提供す
ることを目的としている。2年 前に同じ趣旨での研究会 座長 香山晃(東 大工)
を開催して非常に有意義であるとの評価を参加者らから 水素やヘリウムを照射したニッケルqコに捕捉された重水




ll上 記研究会は職5年/2月8・9の 両日1こわたり凍 北 弓誕 性 長谷川晃(東 北大工)
大学金属材料研究所(新)/号 館7階 セミナー室(第1ト リチウムトUNソク法によりへIYウム添加したバナジウ





〔日時〕1993年/2月8日(水) 座長 木村晃彦(東 北大金研)
_水 素とヘリウム原子のループ及びキャビティの核形成,開会の挨拶 吉田莇(九 大応力研)
成長級 ぽす羅 の違い 麟 髄(薙 編 大)
59Niを添力口したFe -Ni-Cr鋼 の照射挙動
座長 吉田直亮(九 大応力研)河 西寛(東 大工)
黒鉛における水素の捕捉と再放出 同位体調整ボロン添加法による高速炉でのヘリウム同時
森田健治(名 大工)発 生実験 室賀健夫(九 大応力研)
黙 鍵 総 定台ウム翻 野 目月(阪大工)ボ ロン瓢 たv・v-CrGSの ・P・陛子照射醗 変化
北條喜_(原 研)関 村臥(東 大工)
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座長 室賀健夫(九 大応力研)体 クリプトン形成をチャンネリング実験等の手法を用い
カスケード及びヘリウム同時発生下の組織変化 て詳細に調べた報告が行われた。ニッケル中に捕捉され
北島一徳(東 亜大工)た 重水素の深さ分布を核反応検出法により調べ,照 射イ
粒子線照射下におけるNi二 元合金の照射効果 オンエネルギー,イ オン種,照 射量 温度 トラップエ
岩井栄一(原 研)ネ ルギー依存性を詳細に調べた結果の報告があった。
TiAl金 属間化合物の照射挙動に及ぼすヘリウムの効果 ヘリウム脆化に関する研究報告は2件 あり,サ イクロ
仲田清智(日 立研)ト ロン注入したオーステナイト鋼とフェライト鋼の延性
の変化を調べた研究と,ト リチウムトリック法を用いた








調べることにより,放 出機構を明らかにしようという試 ボイドスウェリングの機構解明を志向した研究報告が い
みが紹介された。黒鉛の照射欠陥構造に対しては,水 素6件 ほどあった。超高圧電顕による電子線照射とイオン
とヘリウムの効果の明快な比較が,照 射温度と損傷量の 照射を組み合わせた工5妙な実験が紹介された。これによ
マツプ表現を使って紹介された。この報告は高分解能電 ると,転 位ループ形成にともなう積層欠陥4面 体
顕やラマン散乱等の技術を駆使した研究結果を総轄した(SFT)が ボイド核になる一方,数ODm程 度のヘリウ
もので,レ ンズ型空隙,双 晶形成,非 晶質化の領域の境 ムでボイド形成が促進されることが報告された。ニッケ
界が水素,へIYウ ムで大きく異なることが示された。水 ルとその希薄合金への重水素またはヘリウムイオン注入
素 ・ヘリウム同時照射その場観察可能な電顕を用いた研 の実験により,こ れらのイオンが転位ループおよびキヤ














いては,上 述のモリブデンにおけるのと同様な実験結果 ることにより,ボ ロンの化学的効果を核変換効果から分
のほかに,溶 質元素の鉄がヘリウムを強く捕捉すること 離することを試みた。これによると,ニ ッケルにおいて
が報告された。 はボロンは核変換効果としてボイドの数密度を増加させ
閾値よりやや高いエネルギーで注入されたヘリウム,る とともに,化 学的効果として数密度を減少させる。こ
水素の挙動に関する研究では,バ ブルの飽和密度を解析 れらの効果が競合関係にあり,そ の相対的な強さは温度
することにより,ヘ リウムの移動の活性化工ネルギーを に依存することが報告された。バナジウム合金に関する
求める試みが紹介された。また,や や主題からはそれる 同様な研究結果についても報告があった。ボイド生成 ・










,寸 法因子との相関等が論じられたが,実 験方 意義な研究会であったといえる。
法の妥当il生等に関しての議論があった。核融合炉材料と
して最近検討が開始されたTiAl金 属問化合物の照射効 付記:本 記事は咋年12月に書かれたものですが,手 違い
果に関する実験結果が報告された。欠陥集合体の形成が で前号に掲載されなかったものです。また,こ の研究会
へiYウムにより助長されること,電 子線照射のみではキ の発表内容OHPを 集めた冊子を報告書として本年/
ヤビティは生成されないが,ア231〈ヘリウムイオン照射 月に刊行しましたが,ま だ若干残部がありますのでご希
ではキャビティ生成があることなどが示された。 望の方は,東 北大学金属材料研究所松井秀樹までご請求
2日 間の日程であったが,質 疑応答の時間をできるだ 下さればお送りいたします。
結晶デザインと育成技術の最前線
① ナノ結晶から超大型結晶まで
代表者 佐 々木 敬 介
(慶応義塾大学理工学部)
1.は じめに 無機 レーザー結晶におけるバルク中の発光中心の制御
「MeltGrowth研 究会」は,融 液からの結晶成長に(ポ ンプエネルギーの吸収,伝 達,発 光過程の高効率化
関連 した,結 晶成長の基礎から育成結晶の応用に至る幅 や波長選択に関する制御)や,表 面付近でのエンハンス
広い分野の研究課題を取り上げ,共 同利用研究機関を中 メント現象の解明とそれに基づく制御,バ ルク結晶中へ
心に関連企業研究機関の協力も得て笛年開催している。 の非線形光学活性基導入の最適制御などが今後一層重要
今回は 「結晶デザインと育成技術の最前線」と題 して,に なると考えられる。そこで・有機分子における分子設
ナノスケールから超大型結晶までの結晶成長のデザイン 計,合 成,そ れに続く結晶育成やポーリング法・LB膜
を中心課題に,最 近の進展および2/世 紀に向けての展望 法,あ るいは活性基やマイクロ結晶の導入等のテクニツ
を討論することを企画し金属材料研究所研究会として福 クを無機結晶に利用することの提案が行われた。
田研究室が企画 ・世話部門として開催した結果,多 数の 続いて,辛 導体材料および酸化物材料におけるナノス
参加者を迎え熱心な発表 ・討論が行われ多くの成果が得 ケールから超大型結晶作成技術と結晶デザインに関する
《 られた・ 翻 が行Dnた ・まず 鴎 大学の礪 獺 からMBE
研究会は,以 下に示すプログラムで,平 成6年4月22に よるZnSe系 の超薄膜結晶成長に関し,単 原子層数




「MeltGrOwth研 究会」は例年/月 仙台において開 るアロイ化など基本的な重要課題が検討さRた 。
催 していたが,今 回は完成 したばかりの金属材料研究所 酸化物誘電体結晶に関する進展として,SONYの 山
2号 館の紹介も含め,4月 に開催したものである。 田氏よりLiNbO3のLPE成 長が報告された。フラック
スとしてB,03と>205を 用いたLPE薄 膜の光ダメー
2.研 究会報告,成 果 ジ特性の実験的検討が行われ,B、03フ ラックスの方が
研究会は文末のプログフム概要に従って行った。研究4倍 以上光ダメージに強いことが示された。また・Zn・
会のス9一 トに当たり,慶 応大学の佐々木から,「結晶デF=e,TLM9等 のドーピング特性・溝付基板上のLPE
ザインと育成技術への期待」と題し,無 機,有 機材料を 成長等が報告され・UNbO3も いよいよ半導体材料と同
含むより高度な視点から,光 学用結晶の機能性創製に重 様に単結晶薄膜のデザインが可能となる第2世 代に突入
点を置いた講演が行われた。現状では無機結晶の多彩な した感がした。
材料シス7▲,育 成技術の完成度は高く,有 機分子結晶 ま た,日 立 金 属 の 佐 藤 氏 よ りLiNbO3お よ び
の育成技術 は無機結晶から多くを学ぶ必要がある。今後,L「TaO3の 分極反転単結晶に関する報告が行われた。分
一7一
極反転構造は非線形光学効果であるSHG(第 二高調波 ら引上げ法によるYBCO系 単結晶の研究としてスパ
発生)の 高効率化にきわめて有効な方法であるが,従 来 イラル成長とAFM等 を駆使 した評価技術および計算
周期長が3～4μmの 微細な分極反転構造を単結晶中 機シミュレーションの報告が行われた。化合物半導体単
に形成することは困難であった。最近青色SトIGか らの 結晶としてジャパンエナジーの小田氏から,PC-LEC
強い要請から,プ ロトン交換法,電 圧印加法,電 子ピー 法(燐 蒸気圧制御一液体封止チョクラルスキー法)に より
ム照射法等の種々の方法による分極反転法が見出され,従 来より/桁 低転位の3イ ンチlnP単 結晶(EPD=IX
数/0mWの 青色SトIGが 実現されている。講演では,こ り04cr2)の 開発状況が報告された。低転位化のために温
れらの分極反転現象のメカニズ∠」,デ バイス化ブ[コセス 度勾配を35℃/cmと 従来の1/4に している。また,CdTe
およびデバ イス特性の報告が行われた。機能性の高い は赤外線や放射線検出用材料として有用であり,VGF





直径がmmオ ーダー以下の高品質性ファイバー状単結 型化のためにOCZ法(連 続チャージチョクラルスキー
晶のことであり,さ らに結晶形状,組 成,ド ーピング,法)に より長さG70cmの 長尺単結晶の育成が可能であるこ
分極および屈折率等をデザイン ・制御することにより高 とが示された。/998年 以降は/2～/6イ ンチウェーハーが(
曳、
機能単結晶を実現しようとするものである。東北大金研 魁、要となることが予想されている。ZnSe単 結晶に関
で新たに開発されたマイクロ引下げ法は,無 転位で組成 しては,当 所客員教授であるP.RudOlph氏 より,大 型
変動の小 さな高品質マイクロ単結晶の作成が可能であ バルク成長法であるブリツジマン法を用いた時に発生 し
り・従来のバルク単結晶を上回る特性が得られている。 やすい双晶の低減法として,多 結晶シードを用いること
講演で は作 成 した1くLNマ イク ロ単結 晶によ る青色 の有効性が示された。ZnSe大 型基板は青色 レーザー
SHG,Erド ーブCNGGマ イクロ単結晶による緑色 や青色発光ダイオー ド用として,双 晶フリー,ス トイキ
アツプコンバージョン光発生の報告が行なわR,こ れら オメトリツクZnSe基 板結晶の開発が待たれている。
のデザインされたマイク[コ単結晶が,青 ～紫外域の短波 最後の総合討論としては,「2/世紀に向けての結晶デザ
長レーザおよび半導体レーザ励起固体レーザの技術革新 インと育成技術」と題 し,企 業,大 学で長く結晶関連の
のブレークスルーとなる可能il生が高いことが示され,次 仕事に携わっている方々を中心[こ討論を行った。ます,
世代のマイクロレーザ,光 集積化レーザに関する展望がSEMlジ ャパ ンの高須氏からシリコンの大口径化に伴
行なわれた。 う技術および経済的課題の検討が行われ,200mm以 降どこ
結晶作成において計算機シミュレーションを駆使する まで大型化が必要なのか,経 済性をもって作れるのか,
ことにより熱 ・物質の輸送現象の解明が進んでおり、結 経済性をもって使えるのか(熱 処理時に自重でスリップ
晶成長の研究者と密な関りあいを保つことによりより効 する可能性が大きい)と いった問題提起が行われた。ま.
ご
率的な結晶成長が進むことが期待される。三菱マテリァ た,現 在シリコンは結晶の肩部と尾部,切 断ロスを考慮 ＼
ルの宇田氏からLトlPG法(レ ーザ加熱ペデスタル法)す ると原料の25%程 度しか有効に利用されていないこと
を用いたマイクロ単結晶作成時における界面現象に関し も指摘された。日本電波工業の芦田氏からは,主 として
て報告が行われ,メ ルト中の荷電種も考慮に入れる重要 酸化物単結晶に関してデバイスプロセスに添った結晶成
性が指摘された。また,NECの 柿本氏からメルト内の 長が重要であるとの視点から,薄 膜デバイス化の展開に
対流に関する計算機シミュレーション結果が報告され,伴 い従来のバルク単結晶を知らない世代が薄膜単結晶作
ルツボの円周方向のメルト対流と縦方向の対流の発生の 成の中心になり世代交代が進んでいることが指摘され








高く評価されていた。 晶を取り巻く技術,経 済,社 会および哲学まで含んだ本
酸化物超伝導結晶に関しては,超 電導工研の塩原氏か 音の議論が行われ,ま た,世 代交代が進んでいる若手と
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ベテラン研究者 ・技術者の深いレベルでの交流が行われ 分極反転構造単結晶 佐藤正純(日 立金属)
たことは本研究会の大きな成果であると考えられる。 ポスターセツションの内容紹介
ポスターセツションとして当所福田研究室の研究成果 島村清史(東 北大金研)
発表(9テ ーマ)を 行った結果,翌 日まで活発な議論が
行われ,今 後の共同研究等の企画 ・推進に対して大変有 座長 佐々木孝友(阪 大)





3.ま とめ 引上げ法作成酸化物超伝導結晶 塩原融(超 電導工研)
近年の各種電子・光デバイスの高性能化 甲高機能化の 大型結晶作成における対流不安定性 、
進展は目覚ましく・これに伴いこれらのデバイス作成に 柿本浩一(NEO)
不可欠な各種単結晶材料の高品質化と高機能化さらに新
機能結晶の創製への要求が高度化している。これに対し・ 座長 干川圭吾(信 州大)
従来技術の単なる改良 ・延長ではなく・新たな視点から 大型化合物半導体単結晶 小田修(ジ ャパンエナジー)
彩 結晶の蹴 繊 結鵬 欝 の編 デザインおよび結 超大型S陣 糧 畔 浩禾u(信越半導体)
晶作成技術を考え直す必要が生じていた。本研究会は,
ナノスケールから超大型結晶作成技術と結晶デザインに 座長 飯塚隆(会 津大)
係わる研究者が一同に会して・両者の研究内容 ・成果をZnSe単 結晶P .RudOlph(東 北大金研)
討論する事により,両 研究領域のつながりと相互理解を
深め・その進展を図る事をねらいとして企画さRた もの 総合討論:「2り世紀に向けての結晶デザインと育成技術」
であり,こ の目的はほぼ達成されたものと考えられる。 司会 福田承生(東 北大金研)
本研究会は今回で/0回目となり,こ れまで共同研究に ディスカッションリーダー
よる研究成果の発表討論に留まらず,広 く国内外の関連 高須新一郎(SEMIジ ャパン)
の研究者,技 術者の参加を得て,最 新の研究課題や技術 芦日ヨ佐吉(日 本電波)
動向を把握し,今 後の研究に反映させることをねらいと 隅彰二(日 立電線)
して開催されてきた。研究会への参加者は,雷年100名 を 石井満(湘 南工大)
超え,融 液からの結晶成長に関するこの種の研究組織が
国内に類を見す,多 くの分野の研究者が本研究会に期待 閉会の挨拶 福田承生(菓 北大金研)
していることの現れであると言える。
《 よ饗 鑑 難 灘 聯 欝 晃㍊ 鷲 タ灘 二礎 野究室研究成果発表会)
備を備えており,こ れらを有効に利用することにより充
実した研究会活動を行うことができた。 μ一PD法 によるKLN ,LiNbO,単 結晶の作成
なお・「MeltGnowth研 究会」は毎回講演者の発表KLNの 組成と構造とSHG特 性




















絶縁体〔Pの不純物 ・欠陥系で物質に光をあて電子を励起 川越信幸,飯 塚一坂野貴子,豊 沢豊(中 央大理工)
すると原子が大きく移動する現象が次々に見いだされて く討論〉
いる。たとえば結晶およびアモルファス¥導 体での光誘 神野賢一,松 本珠緒(京 大理)
起欠陥反応・不純物位置の双安定性・非平衡ドーピング・ 自己束縛励起子の安定配置と交喚工ネルギー
不純物原子の凝集・拡散 脱離・光誘起欠陥反応・光構 宇津木靖(NTT)
造変化などである。このような電子励起が誘起する原子 光,電 子,イ オンリソグラフィーと格子緩和,原 子
移動は凝縮物質一般の電子励起下での普遍的かつ必然的 移動
な振舞いであることが判明しつつあるが・その物理的機 平野昭裕(冨 士写真フィルム)(







像の解明とそれに立脚 した制御を可能にすることによDX℃enter(実 験)水 田正志(NEC)
り・材料科学と固体物理の境界領域での物質科学の新 しDX℃enter(理 論)斎 藤峯雄(NEC)
い展開をはかることが本研究会の目的である。 〈討論〉
財部健一(岡 山理大)
2・ 研究会の経過IC-「S実 験から見たAIGaAsに おけるSi-DXと
研究会は平成6年6月2日 と3日 の二日間にわたり東Te-DXの 多様性と格子緩和
北大学金属材料研究所で開催された。プログラムは次の 和田一実,中 西秀男(NTT)
副 であるが洛 セッション2人 膿 の基講 演とそnGaAs中 のプラズマ誘起飲 陥の異常凱 《
に対するコメント・討論という形式を採用し・座長のリ 和田隆夫(大 同工大)
一ダーシップにより討論を活性化するという方法をとっ 半導体の超拡散(非 平衡ドーピング)
た。電子励起による半導体中の不純物原子の移動という 邑瀬和生,鷹岡貞夫(阪 大理),下 村哲(阪 大基礎工)
耳慣れない・新しい分野でありながら・研究会参加者 は ナローギャツプ半導体の不純物準位と永続光伝導
合計66人(所 外57人,所 内9人)で あり,狭 いセミナ
ー室での研究会であったため・強い相互作用が実現 し・ 【半導体中の不純物欠陥の電子励起原子移動:第 二部】
極めて活発な研究会となった。 座長 村上浩一(筑 波大物質)
Si〔P水素一炭素複合体の電子状態と光誘起反応(実 験)






座長 萱沼洋輔(東 北大理)(理 論)
半導体中の欠陥と外因性自己束縛 篠塚雄≡(山 口大工)阪 内澄宇,末 澤正志(東 北大金研)
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Si[PのFe-Alペ アの再結合促進欠陥反応 【半導体の表面での電子励起原子移動】
金田寛(富 士通)座 長 清水勇(東 工大総理工)
Si中 の酸素の拡散断熱ポテンシヤルに与える局在 半導体表面の光誘起による欠陥原子の結合切断(実 験)
振動の影響 伊藤憲昭(名 大理)
磯谷順 一(図 書館情報大,融 合研)半 導体表面の光誘起による電子励起原子移動(理 論)
ダ イヤモンド中の点欠陥のESR押 山淳(NEC)
一 シリコン中の 同種の欠陥との比較 一 く討論〉
花田黎門(東 北大金研)更 家淳司(京 都工繊大)
IHInlm【 ⊃lantationinlmDunityDoPedSiZnSeの 光MBE成 長における原子脱離とマイグ
andPAOSDectnOscO【 ⊃yレ ーション促進
lnfOrmalDiSCussiOnMeetin8(喜 良久亭)【 まとめ】
半導体中不純物欠陥の電子励起原子移動の現状と将 座長 篠塚雄三(山 口大工)
来についてSummaryTalk:「 電子励起による半導体中不純物欠
陥の制御と物理」研究会のまとめと将来
6月3購 鰹 浩二(東 北大金研)
【アモルファスシリコンの光誘起欠陥反応】
G・'
1_鵬 課 藩 豪).講 麓1罐た基撫 黙 懸
、 山騰(融 合研)な 机 舞 礪 状態がギヤ男 恥 薙 喘 ることむ
螺 化ア乱 ファスンリコン聖 する光誘起欠陥生成と 負の電子相関とが 双安定齢 よび原子移動腫 要な役
局所髄 との騨 陛
一 肩水勇(東 工大総理工)割 を果たしていること端 摘された。徽(山 □大工)
蕪 言　ン麟 灘 賊 径騨 謄野 灘欝 麟 鍵巽肇購く噸1
イ獅_)_欠 陥_窺 蕊 諜 雛 謙 ネ轟
痙撫 擁_　 _騰 暴 駿 鵜ll準
打砿 飯畷之(長岡技科大)籠 駕 嘉旛 繍 驚{乙謬 弊 礁
/a-。:順 の光翻 果一購 少一 嗣 倉旨騰 論し欝 野(富 蝶 フ仙 足柄研)
〔卜Vl族 半導体の補償機構と電子励起欠陥】 は・マイクロ波光伝導法による写真感光初期過程の実験
座長 八百隆文(広 島大工)を 報告し・電子の表面トツプにおける格子緩和が本質的
ZnSe中 のアクセプ9一 の補償機構(実 験)な 役割を果たしているとのモデルを支持する結果を示し
朱自強,八 百隆文(広 島大工)た 。吉成(山 形大理)は,ア ンモニウム金属ハライドに
ZnM8SSe青 色発光レーザーの現状 おける光誘起金属析出の実験を紹介し,低 温で安定化さ
中野一志(ソ ニー中研)れ た正孔捕獲中心が,室 温においてハロゲン分子として
CdTeに おける光誘起原子移動のラマン分光 放出され,残 された電子が金属の還元析出に関与すると
水貝俊治(阪 大理)い うモデルを提案 した。
〈討論〉 水田(NEC基 礎研)はGaAs中 の ドナー不純物の
上野〕」雄(松 下中研)shallow-deePの 間での双安定性を示すDXセ ンタ
励起窒素分子のZnSe系 半導体表面での吸着解離 一の実験的側面を大きな格子緩和の立場から議論 した。
反応 とD型 ドーピングの機構 一方 斎藤(NEO技 術情報システム開発)は 第一原理計
吉田博(東 北大理)算 に基づいてDXセ ンクーの候補として3配 位モデル
ZnSe中 のアクセプターの補償機構(理 論)が 有力であり・大きく原子移動する原子の混成はSD2+α
岡泰夫(東 北大科研)で あることを見いだし・化学結合論的SO混 成則を提案






た。和田(大 同工大)は 電子ビームによるドーパントの 構造との相関性を議論した。佐藤(NHK技 研)は シンク
電子励起により,あ たかも電子ビームによって不純物が ロトロン放射光からの高輝度X線 をアモルファスシリ
押されるかのように半導体中で超拡散が起こることを豊 コンに照射すると電子励起により原子空孔が生成され,
富な実験デークにより示した。邑瀬ら(阪大理)はPb、.、 低温でアモルファスから単結晶への固相成長が促進され
Sn。Te中 のln不 純物がアクセプター,ド ナーの両性に るという興味深い結果を報告した。松村ら(東 北大理)
働き,し かも負の電子相関系となりフェルミ準位がピン は第一原理分子動力学法により作成したアモルファスシ
止めされ,求 続光伝導が生じることを示した。 リコンに双安定な2種 類のダングリングボンド(SO2構
上浦(岡 山大工)は,Si中 の電気的に中性な炭素不純 造とSD3構 造)が 存在することを見いだし,電 子励起に
物が水素の出現により炭素水素不純物複合体をつくり,よ って準安定状態を経由して原子空孔と格子間原子対が
深いドナー準位が電子トラップとして働き,さ らに電子 形成され,原 子空孔機構でシリコン原子が拡散しアモル
励起により電子を補獲し不純物複合体の分解が誘起され ファスの単結晶化が促進されるという結晶成長機構を提
ることを示した。金田千穗子(富 士通)は 第一原理計算 案した。打木ら(長 岡技科大)は,S【)3構 造が主体の水
から炭素水素不純物複合体は置換位置の炭素と結合中心 素化アモルファス炭素膜の膜厚減少効率の照射光工ネル
位置の水素からなり,電 子励起により水素が結合中心位 ギー依存性を測定し,光 による直接解離モデル,水 蒸気r
＼
置からシリコンのダング リングボンドを背後に残 して反 が関与するモデル,キ ヤリアの無放射再結合が関与する
結合位置に移動し,CSi,H(s〔)2)を 作る分解が起こる可 モデル,の3つ の可能性を議論した。
能性を示唆した。中島ら(九 大工)や 阪内ら(東 北大金 朱(広 島大工)ら は青色発光ダイオードに必要なP型
研)はSi〔PのFe不 純物とBやAlな どのアクセプタZnSeの アクセプターであるNの 補償機構について
一不純物対が双安定性を示 し
,少 数キヤリアー注入によPL,DLTS,ICTSお よびイオンビーム分析から,格
って生 じるFe不 純物原子の移動 によるFeア クセプ 子間位置のN,Zn,Seが 発見されず,格 子問原子は
ター不純物 対の生成消失の挙動を接合容量法やESRア クセプター補償の主な原因ではなくN原 子はほとん
法によるクIYア ーな実験結果から示し,再 結合促進欠陥 ど格子位置を占めているが正規の位置から約0.4A変 位
反応を議論 した。金田寛(富 士通)はSi中 の酸素不純物 しているという結果を示した。中野ら(ソ ニー中研)は
の拡散断熱ポテンシヤルに与える局在振動の影響についNア ク セプ タ ー とClド ナ ー を用 い たZn。Mg,一 。S,
て報告し,電 子励起のみが原子移動の駆動力になるわけSe1-y多 重超格子による青色 レーザーダイオー ドの開
ではなく,局 在振動を励起することによっても同様の効 発の現状を紹介 した。短い寿命ではあるが既に室温での
果が期待できることを示唆した。磯谷(図 書館情報大,OW発 信が観測されており参加者 に深い感銘を与えた。
融合研)は シリコンとダイヤモン ドに共通に見いだされ 水貝(阪 大理)はOdTeに おける光誘起原子移動現象を
ている点欠陥について・ESR法(ENDORや パルス ラマン分光で観測 し・光誘起 によるキヤリアーによりr
ESRを 含む)に よる解析の比較研究からシリ]ン とダOff-center自 己束縛ポーラロンモデルに基づいて実w
イヤモンドの欠陥では点欠陥の構造(変 形の対称性や程 験結果を説明できるということを提案した。上野山(松
度)や 波動関数の拡がりがバンドギャツブの大きさを反 下[P研)はN,分 子とZnSe表 面との吸着解離反応につ
映して大きく異なることを議論した。花田(東 北大金研)い て分子軌道法による解析を行い,MBE成 長における
は核プ ローブー(InlH)を 用いたPAC法 が半導体中の不P型ZnSe形 成の機構と格子間Nに よるアクセプター
純物原子移動の微視的な研究に有用であることを示 し 補償機構を提案 した。吉田(東 北大理)は 第一原理分子
た。 動力学法によるP型ZnSe中 のLiア クセプターの格
山崎(融 合研)は 水素化アモルファスシリコンの光誘 子間 〕 ドナーによる補償機構を提案し,こ れらを一般
起欠陥のパルスESR法 による測定から,ダ ングリング 化 した機構 を提案し,Nア クセプタLに ついては置換位
ボンド近傍 に水素は存在せす,二 つのダングリングボン 置から大きく(/.2A)変 位 した置換位置Nに よる補償機
ドは/00A以 上離Rて いることを示 し,光 誘起欠陥の原 構を提案 した。岡(東 北大科研)はCdMnTe系 半磁性
因となるモデルの妥当性を議論し,水 素を含まない欠陥 半導体における電子励起について,Mnの 局在スピンの
に光誘起欠陥の原因があることを示竣した。織田(電 総 関与した光物性の立場から議論 した。
研)は 第一原i理分子動力学法により液体状態から急冷に 伊藤(名 大理)はGaAsな どの半導体表面の電子をレ
よって水素化アモルファスシリコンを作成 した時出現す 一ザー光により励起すると原子が表面から飛び出してく
る真性欠陥について議論し,シ ミュレーションで得られ る現象について,イ オン結晶における豊富な知見に基づ
た双安定性をもつダング リングボンドが光誘起欠陥反応 いてReviewを 行い,こ のような現象がイオン結晶に
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限らず半導体表面でも普遍的な現象であることを示し 半導体中の不純物 ・欠陥ではいまだに解決されていない
た。押山(NEC基 礎研)は第一原理計算から,半 導体表 多くの問題が残されていることが指摘され,理 論から提
面における成長の初期過程での微視的な原子レベルの反 案されたモデルについても実験との詳細な比較検討が必
応が,巨 視的な成長表面のモフォロジーに大きな影響を 要であるとの指摘がなされた。また,今 後の研究の新し
与え,電 子励起によるエナージェティツクスを変化さぜ い展開のためには,文 化としての基礎科学,世 の中(半
ることによって,巨 視的なモフォロジーをも変化させる 導体産業)の 役に立つ応用科学,そ して大発見につなが
可能性のあることを,Si上 のGaAsの 成長の初期過程 るserendiOityと しての科学,の3つ の側面からの地
であるAs吸 着での奇妙な置換反応と,Si上 のGe成 道な研究の推i進が不可欠であるとの興味深い指摘がなさ
長での島状成長を押える5族 サーファクタント原子の微 れた。
視的機構解明を例として議論した。更家(京 都工繊大)最 後に,「電子励起による半導体中不純物欠陥の制御と
はGaAs基 盤上のZnSeの 光MBE成 長にバンドギ 物i理」のような我が国固有の新しい研究分野が中心テー
ヤツプよりエネルギーの大きい光を照射すると原子脱離 マの一つとなる第18回 半導体欠陥国際会議(委員長角野
とマイグレーションが促進iされることを紹介し,光 励起 浩二)が平成 ア年7月23～28日 まで仙台国際センター一で
によって生成された電子と正孔がそれぞれZnとSe開 催される予定であり,本 研究会参加者の大きな寄与が
に分離して移動付着する機構が議論された。 期待されており,研 究の今後の大きな進展を期して散会
角野(東 北大金研)に よるSummar>Talkで は,し た。
ξ 、
物質の次元性 と電磁応答




織や局所髄{こ 蛛 する電子欄 鮪 陛蜘 るこdこ つ 一 座長 幅 信一(阪 大工)
ながる.本 研究会では顯 として超格子以夘こ層状繕1>族 兀素欄 髄 は光るか?一
広 叔 元鋸 雛 マイクロクラスター 編 質轄 順 至 山本紐(神 臥 工)
lPt,ポ_ラ ス綿 を取り上げて実験と理論の両面から カJL:]ゲナイドアモ/レファス半躰 の光誘起髄 変化
駅 に共曲 問題点[こついて謙 を行った。 貫 瑚 生(阪 大理)
磁性半導体中の局在スピンと組成ポァンシャル揺動がも
2.成 果 たらす励起子局在とその次元性 嶽山正二郎(姫 工大理)
ザ 鵬 蠣 羅 雛 饗 旦鶉 愚購 層状結轟 次元寅譲 灘 箏櫨
究所 り号館ア階セミナー室において以下のプログラムの 小松晃雄 唐沢力
,赤 井_郎 飯田武(大 阪南大理)
もとに行われた。 _次 元と三次元励起子系の非線形光学応答
6月16日(第1日 目)花 村榮一(東 大工)
クラスター,微 結晶における励起子の暖和と非線形光学
座長 須藤彰三(東 北大理) 現象 中村新男(名 大工)




半導体微粒子のラマン散乱 佐々木芳朗(石 巻専大理工)初 日前半はナノスケ_ル 微粒子の光学的材料機能につ















法を組み合わせた新しい物性評価方法により,半 導体ナ 子,フ ラーレンについても励起子の量子閉じ込め効果と
ノ構造組織の構造と結合状態の解析を行った例が示され 非線形電磁応答に関する新しい実験結果が紹介された。
た。 また半導体極微細線についての新しい理論的解析結果が
2日 目は先すポーラスシリコンの発光過程に関連して 報告され,特 に励起子が高密度に生成された場合・その
サイズ効果について討論が行われた。SiO、 に埋め込ま ボーズ性とポラリトン性に起因した特異な非線形光放射
れたSi微 粒子では粒径が2nm以 下で顕著なサイズ効 効果の現れることが示された。以上この研究会で取り扱




ワ ー ク シ ョップ報 告
機能材料の局所構造制御 と解析





る。半導体,超 伝導体,磁 性体などその機能性を発現さ 開会の挨拶 隅山兼治(東 北大金研)
せるメカニズム(電 子間の相互作用)に 準拠して,素 機S「-Ti-C-0非 晶質繊維のSAXS観 察
能単位は数nmか ら数μmに 及ぶ。また,構 成原子がラ 神山智明(東 北大金研)
ンダムに配合されているはすのアモルファス合金におい 合金の"鼻 ぐすり"効 果とその局所構造解析 、・
ても,短 範囲,〔P距離の秩序配列が存在し,異 方的性質 松浦 真(宮 城高専)＼
が発生する。したがって機能性材料の開発に当たり,物 ボールミリングによる金属混合粉末および金属間化合物
質の局所構造制御とそれにふさわしい構造解析,機 能評 の構造変化のEXAF=Sに よる解析
価が不可欠である。本ワークショツプでは,従 来の横習 那須稔雄(山 形大教育)
である狭い範囲の物質に限定した議論ではなく,多 種多 誘電体セラミックス薄膜の特性と応用
彩な物質とその機能性につき,局 所構造制御という観点 本多俊久(≡ 菱電機)
からながめることを試みた。機能材料を中心に,金 属 磁気コンプトン散乱による磁性体材料の評価法の開発と
半導体,誘 電体の全体的な理解 共通の問題点の抽出,応 用 伊藤文武(群 馬大工)
異分野間の触発による新しいアイデアの生まれる可能性 液体急冷ならびにミリングによって作製されたアモルフ
を期待した。 アスSeの 構造 福永俊晴(名 古屋大工)
層状シリケートのSi-MAS-NMRに よる構造解析
2.ワ ークショップ報告 福嶋喜章(豊 田中研)
本ワークショップは,平成6年5月13日(金),東 北大 金属一セラミツクス接合と新しい真空紫外光ランプの応
学金属材料研究所2号 館講堂において開催された。4ア名 用について 日ヨ斐鎌≡(ウ シオ電機)
の出席者を迎え,大 変興味ある研究発表,活 発な討論が 原子力開発と材料の機能 勝田博司(日 本原子力研)





本ワークショップで研究発表された内容を以下に要約 福嶋は,有 機化合物の会合を利用してSio・ 得格の形
する(敬 称略)。 を制御 した材料合成の過程をNMRお よびX線 回折で
神山は,矢 島法(高 分子からセラミツクス繊維を作製 調べた結果を紹介した。有機基(R)を1つ 結合 したSi一
する方法)で 焼成 したS[-Ti-C-O繊 維のX線 小角 アルコキシドとMgC12を 室温で反応させると,層 状シ
散乱の測定結果を紹介 した。焼成温度800.か ら/000℃ リケートが生成されるが・Rを 持たないSi一 アルコキ
では,強 度が急激に増加するが,焼 成温度がGOOO℃ 以上 シドを用いた場合,Si-○-Mgの 結合は生 じても層状
になると小角散乱はPorod則1こ 従って減衰すること,構 造が形成されす,し たがって,R同 士が水中で平面配
したがって,有 機金属分子からSiO粒 子が析出しセラミ 列すると層状シリケートの成長が促進されることを紹介
ックスへと変換される際の構造変化と機械的il生質がよく した。また,界 面活,1生剤分子が水中で種々の形で会合し
対応 していることを示 した。 てミセルを形成することを利用すると,層 状鉱物カマネ
松浦は,非 晶質中に微細に分散させたFeナ ノクラス イトを構成するsio、 シートが界面活性剤の大きさに応
ターにより良好な軟磁気特性 を示すFe-Cu-Nb一 じて折れ曲がり,ナ ノサイズの蜂の巣状の複合体を形成
Si-Bな ら び にFe-Ga-Si-B合 金 に つ い て,す ること,こ のままでは単位シート間の結合が生じない
Cu,GaK一 吸収端の蛍光EXAFSの 測定 ・解析結果 が,熱 処理により隣接するシートが規則的に結合し安定
を紹介 した。Cuは α一Feの 析出以前にfccク ラスタ な蜂の巣状得格が形成されること,更 に有機物を取り除
((・,一 を形成 し・Gaは α一Fe(ご 選択的に固溶し・それぞ くと・均一なナノサイズの孔を持つ多孔体(FSM)が 得
れ異なった挙動をしつつ α一Feの 析出を制御 している られることを述べた。
ことを明らかに した。また,非 晶質マ トリックスからの 甲斐は,高 輝度ショー トアークランプの金属一セラミ
不均一核生成に関して,異 面工ネルギー,拡 散速度の観 ックス接合部の気泡の発生,繰 り返 し熱応力,動 作圧力
点から考察した。 変化によるセラミックス部の割れを防 ぐためのOu一
那須は,Fe-B混 合粉末ならびにB2型CoZr化Ag雛,A9鑑 の弾性変形のミクロ制御の方法について
合 物 粉 末の メカニ カル ミ リ ング 処 理 過程 に おけ る 紹介した。また,誘 電体バリア型工キシマランプ真空紫
EXAFSス ペクトルの変化に関する測定 ・解析結果に基 外光源を用いた誘電体,超 伝導体酸化物の作製プロセス
づき,前 者では,Fe粒 子中に強制 固溶されたBの 量の 制御への応用(02二 重結合を切断して発生させた活性
多寡により非晶質化の成否が決まること,後 者では,Coな ○ による反応性向上,生 成膜表面の局所構造制御),封
の第2隣 接位置にあったOO原 子が第 り隣接のZrと 置 入がス交換による単色光波長の可変性(124nm(Ar、*)
換しつつ非晶質化が進行することを明らかにした。 から352nm(XeF*),幅5-/5nm)に ついて述べた。
本多は,辛 導体メモリー(DRAM)や 高温超伝導体の 勝田は,原 子力利用における最近の材料開発のi現状を
バッファー層として注目されているSpTio,系 誘電体 紹介 した。核融合炉利用に際して,D-T反 応で発生す
セラミックス薄膜の誘電特性,電 気伝導性と微細構造と る最高/4MeVの 高工ネルギー中性子による照射や高
c望 芒糠 懸 灘 農講 欝宏謂 嫉霧 購 耀 朧薯欝鵠章
リーク電流特性の劣化が抑制できることを述べた。 放射能特性を考慮 した材料設計,選 択の重要性を述べた。
伊藤は,円 偏光 した高輝度X線 を用いた磁気コンプ ト また,長 寿命放射牲核種の消滅処理用TRU燃 料の状態
ン効果により,磁 性電子の運動量空間におけるマジョリ 図,熱 力学的特性,照 射健全性等の基本データ,消 滅処
ティーとマイノ1コティーバン ドの分離ができることを紹 理システムにおけるターゲットや窓材料に関する情報が
介 した。Fe-Ni合 金に関する測定例を示し,こ の合金 殆どなく・火急的な研究が必要であることを強調した。
のインバー特性の理解に有効であることを述べるととも 早稲田は,各 元素が固有のエネルギーで生じる異常散
に,人 工格子磁性多層膜など新 しい磁性材料の設計 ・評 乱現象を利用 して,各 元素周りの情報を識別できること,
価にも有効であることを指摘 した。 物質の機能発現のメカニズムを解明するために動要な原
福永 は,機 械的ミリング により非晶質化 に成功した 子レベルの構造情報が得られることを述べた。例として,
Seに 関して,X線 回折,中 性子回折による構造解析のGeO・-P・0・ ガラスの局所構造・ZnFe・ ○・の薄膜や
結果を,従 来の液体急冷法で作製した非晶質Seの 場合 微粒子の表面と内部の構造の差異について紹介 した。
と比較 して紹介 し,第1-3隣 接 原子相関当たりまでの
局所構造が異なることを述べた。また,ミ リングによる4.ま とめ
N卜Vの 非晶質化過程における[P距 離構造の変化,二 元 現在,パ ルス中性子源,シ ンクロトロン放射光X線 源
金属混合粉末では非晶質化しないFe-○ 「の場合も,ミ 等の開発,改 良により,物 質中の構成元素の周りのサブ
ル中に高圧のN,が スを封入すると非晶質相が形成され ナノスケールから/0nmに 亘る広い範囲の構造情報が
一15
得られるようになり,材 料の機能の発現機構と局所構造 した構造制御の問題が浮かび上がること,異 質分野の情
の相関性が議論できるようになってきている。また,高 報を適宜組み合わせることにより,従 来の概念では予想
分解能電子顕微鏡並びに局所化学分析技術の進歩により できない飛躍的な機能性を有する物質の開発が可能であ
実空間のナノスケールの直接情報も比較的容易に得られ ること,し たがって,各 分野を横断するテーマでの研究
るようになってきた。これらの手法を用いた材料の局所 会開催が有意義であることを再認識した。
構造解析と機能性に関する研究発表討論を通して,物 質 最後に,ご 多用中にも拘らす貴重な研究発表をして戴
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人 事 異 動
(/993.7～/994.6)
新任 及 び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
エスフア!レ留5ラ1993
.7.16助 手 合銀 調 肛 学
/」、 川 豊/993 ,8.1講 師 材料試験炉利用施設
谷 内 哲 夫1993./0.1助 教 授 結晶材料化学
佐 藤 伊 佐 務 り993./0.1助 教 授 材料試験炉利用施設
大 橋 正 義1993,10./講 師 放射線金属物理学
今 野 豊 彦1993.10./6助 手 ランダム構造物質学
本 間 佳 哉1993.10.f6助 手 放射線金属化学
(e木 戸 義 勇1993.12,/6教 授 磁気物理学
リンが 一'『 ξ≧1994
.1.16助 手 回折編 学
小 野 塚 喬1994,2,り 助 教 授 不定比化合物物性学
齋 藤 榮1994.2.1助 教 授 加工プロセス工学
高 梨 弘 毅1994.2./助 教 授 磁性材料学
本 河 光 博1994.4.1教 授 磁気物理学
佐 瞳 元/994.4.1助 手 結晶物理学
西 嵜 照 和/994.4.1助 手 低温物理学
福 元 謙 一 り994.4.1助 手 原子力材料工学
嶋 敏 之1994.4.1助 手 磁性材料学
横 山 嘉 彦1994.4./助 手 溶解凝固制御工学
ラジヤパグ ナナモーシー り994.4./助 手 加工プロセス工学
高 橋 英 樹1994.4.1助 手 新素材開発施設
({・ 余 京 智 り994・4・1助 手 材料科学「ew室
吉 井 勇1994.4.り 助 手 溶解凝固制御工学
徳 能 裕 己/994.4.り 助 手 加工プロセス工学
佐 々 木 香 り994.4.1助 手 結晶物理学
庄 ・子 勉 り994.4、1助 手 分析化学
シエイファー・ノービェルトf994.4./6助 手 結晶材料化学
舞 ∠望 安.;岳1994.6一 助 手 糧 焔 物性学
21一
転 出 及 び 退 職
氏 名 年 月 日 転 出 先
井 上 哲 夫1993.8.1徳 島大 学 工 学 部
郎 祥 図1993.9.30辞 職
趙 桂 顯1994.1.31辞 職
仁 科 雄 一 郎1994.3.31定 年 退 職
大 野 稔 一/994.3.3り 定 年 退 職
佐 藤 常 夫/994.3.3り 定 年 退 職
豊 田 直 樹/994.3.3り 辞 職
斎 藤 榮1994.3.3り 辞 職
佐 藤 武 明1994.3.3/辞 職
弓長 イ婁1994、3.3!1辞 職
木 戸 義 勇1994.4、 り 科学技術庁金属材料技術研究所(
林 成 行/994.4.り 〕」形大学工学部
加 藤 宏 朗/994.4.り 東北大学工学部
岩 崎 秀 夫1994.4.り 北陸先端科学技術大学院大学
岡 野 泰 則1994.4,り 静岡大学工学部
王 向 東1994.4,30辞 職
ズビグニェフ・グジェシク1994.5./5辞 職
現在 滞 在 中 の招 聰 研 究 員 お よび客 員研 究 員 な ど(1994.7.1現 在)】
A.招 聴研究員
一 受入れ制度 身 分c
氏各 所属q分 騰 鯛 研究7一 マ 〈世話部門〉
富吉 昇一/994.4./有 機物磁性体および遍歴電子磁性 客員研究部門1種
愛媛大学工学部i体 の研究 材料設計学研究部門 ・併任教授
教授 り994.9.30〈L〕 口(泰)研 究室〉
酒井 明/994.4.1走 査トンネル顕微鏡による表面物 客員研究部門1種
京都大学工学部1理 材料プロセス評価学研究部門
教授/994.9.30併 任教授 〈櫻井研究室〉




八戸工業大学工学部iBa2NaNb5015薄 膜の非線形光学 材料物性学研究部門 ・客員教授
教授1994,9.30(SHG)へ の研究 〈平井研究室〉
-22一
CHRNOV,/994 .6.15高 温超伝導体単結晶のフラックス 客員研究部門III種
AlexanderAlexandrovichl成 長機構の解析および巨大分子の 物質創製学研究部門 ・客員教授
ロシァ共和国 ロシア科学アカデミー1994.12.14溶 液成長機構の素過程の解析と成 〈小松研究室〉
結晶学研究所 教授 長理論の確立
MILES,RichardHenry1994.5.9人 工ナノ構造物質の設計と作製 客員研究部門III種
アメリカ合衆国 ヒューズエアークラ1新 素材開発施設 ・客員助教授
フ トカンパニー研究所1995.3.3/〈 新素材開発施設〉
主任研究員
SLUITER,り994.2./2第 一原理電子状態計算による≡元 寄附研究部門(日 立)
MarselHenricusFranciscusl系 合金状態図の研究 材料設計シミュレーション
アメリカ合衆国 ローレンス・リバモ り995.1.9客 員助教授 〈川添研究室〉
ア国立研究所 研究員





MROWEC,Stanislaw/994 .6.2高 温における耐硫化,酸 化および 外国人研究員(文 部省)
ポーランド ポーランド鉱山冶金アカiハ ロゲン化性アモルファス合金の 〈橋本研究室〉
デミー材料科学研究所長 教授/995.3.31研 究
B.日 本 学術 振 興会 外 国人 特別 研 究 員
(し 氏名 斬 属 身 分 研究鯛 研究7一 マ 〈受入れ部門>
WAWRO,Andrzej/994.4./化 合物薄膜のナノスケー/し構造制 日本学術振興会
ポーランド ポーランド科学アカデミ1御 による電子機能の開拓 外国人特別研究員 ・新プログラ
ー物理学研究所1995 .3.31ム 〈助教授 粕谷厚生〉
助手
胡 長武(HU,Chang-Wu)/993.9.22化 合物薄膜のナノスケール構造制 日本学術振興会







氏名・所属・射 欄 間 冊 一マ 受翫 糖P劉
李 志強(LI,Zhi-Qiang)/994.5.gDV-SCMに よるナノ構造体の物 客員研究員
中国 清華大学応用物理系1理 の研究 〈教授 川添良幸〉
博士後研究員/995.5.8
張 暖(ZHANG,Yuan)1994,4.8ア トムプローブイオン顕微鏡によ 客員研究員
中国 北京科学技術大学}る 金属材料研究 〈教授 櫻井利夫〉
言茜自而1995.4.7
LEIPNER,HartmutKarl-Heinz1994.4.4化 合物半導体の結晶欠陥物性 客員研究員
ドイツ マルチン・ルッター大学1〈 教授 角野浩二〉
研究助手/994./0.3
楊 勇(YANG,Yong)/994.9.り 金属問化合物中の転位観察 客員研究員
中国 西安工学院材料工学科1〈 教授 花田修治〉(
1995.8.31
襲 且憲(BAE,ChaHurn)1993.9./0軽 合金の急速凝固 客員研究員
韓国 国立釜山工業大学校1〈 教授 井上明久〉
教授1994,9.9
王 新敏(WANG,XinMin)り993,10.15メ カニカルアロイングによる非平 客員研究員
中国 天津軽工業学院i衡 相の創成と物性 く教授 増本 健〉
講自而/994.10.14
郭 鴻鎮(GUO,HongZhen)/993.10./5複 合材料の製造と加工に関する研 客員研究員
中国 西北工業大学1究 〈教授 花田修治〉
言苛自而1994.7.3つ
FARNUM,EugeneH./994.3.1セ ラミックスの照射効果 客員研究員
アメリカ合衆国 ロスアラモス研究所1〈 教授 茅野秀夫〉 ズへ
研究グ/レーブリーダー/994.5.3/▽
GELLES,DavidS.1994.3.20核 融合フェライト綱の照射効果 客員研究員
アメリカ合衆国 バッテル・パ シフィ1〈 教授 茅野秀夫〉
ック ・ノースウェスト研究所1994.4,19
研究員
ANDERSON,JamesRobert/994,6 .14ナ ノスケール半導体の電子物性 客員研究員
ア メリカ合衆国 メリーラン ド大学1〈 助教授 粕谷厚生〉
教授1994.7.13
許 応凡(XU,YingFan)/994.5.26ナ ノスケール遷移金属クラスター 客員研究員
中国 中国科学院物理学研究所iの 磁性 〈教授 鈴木謙爾〉
石升究員/994.ア.26
RUDOLPH,Peter1994.6./5化 合物半導体結晶の成長の研究 客員研究員




下記により教授2名 の公募をいたしますので,適 任者の推薦,希 望者の応募につき関係諸方面へお知らせ下
さるようお願い串し上げます。
記
公 募 人 員:教 授/名
担 当 部 門:金 属物性論研究部門
専 門 分 野:物 性理論(超 伝導体,金 属,半 導体,磁 性体などの具体的な物質における問題に着目した物性の
理論研究)。 また,本 所の物性実験グループや材料開発グループとの研究協力も期待される。
なお,本 部門は本学大学院理学研究科物理学専攻を担当する。
着 任 時 期:/995年4月/日 以後のなるべく早い時期
(合 提 出 書 類1'麗 書/研 究業績リスト(麗 誠 繍 舘 等別こ区分)
・主要論文別刷り又はコピーり0編程度(業 績リストに○印をつける)
・主要研究業績の概要(2000字 程度)/着 任後の研究計画(2000字 程度)
・他薦の場合は上記書類と推薦書
・自薦の場合は上記書類と参考意見を聴くことのできる方があれば2名 程度の氏名と連絡先




問 合 せ 先:東 北大学金属材料研究所 深瀬哲郎fiO22-227-6200内 系泉2922又 は022-2/5-2030(直 通)
公 募 人 員:教 授/名
((,担 当 部 門 ・結晶欠陥物性学研究部Pヨ
専 門 分 野:本 部門は金属 ・半導体のみでなく,広 く物質中の欠陥,不 純物及びそれらの複合体の物性の基礎
的並びに応用的研究を行う。なお,大 学院の担当は本学理学研究科物理学専攻となる。
着 任 時 期:平 成7年4月1日 以降,で きるだけ早い時期
提 出 書 類:・ 履歴書
・研究業績リスト(原 著論文










問 合 せ 先=東 北大学金属材料研究所 小松 啓
firO22-227-6200内 線2908ま たは022-2/5-20/0(直 通)/FAX:022-2/5-20//
-25一
最近発表された論文等 リス ト






















94-oo7メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ 法 に よ るTi-Si系 非 晶 山 崎 徹 ・ 荻 野 喜 清 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金40
質 粉 末 の 作 製 と 衝 撃 固 化 成 形 森 下 和 彦 ・ 福 岡 清 人(1993),943-946



























































94-G25Ai一 ホ ウ 化 物 系 複 合 材 料 の 機 械 的 性 質 西 山 勝 廣 ・ 永 田 尊 礼 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41
高 木 研 一 ・ 大 森 守(1994),162-165
梅 川 荘 吉
♂
94-026Mg一 ホ ウ 化 物 系 複 合 材 料 の 機 械 的 性 質 西 山 勝 廣 ・ 小 川 利 治 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41L・
高 木 研 一 ・ 大 森 守(1994),156-161
















































































































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
94-055銅 一ニ オ ブ 補 強 安 定 化Nb3Sn複 合 多 芯 超 伝 導 片 桐 一 宗 ・ 渡 辺 和 雄 低 温 工 学28
線 材 の ひ ず み 特 性 正 路 良 孝 ・ 駒 林 直 哉(1993),446-451
能 登 宏 七 ・ 後 藤 謙 次
斉 藤 隆 ・ 河 野 宰
岡 田 東 一
94-056MOCVD法 に よ るYBCO系 超 伝 導 膜 の ナ ノ ・コ ン 山根 久 典 ・ 黒 澤 秀 行 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41



















































































































94-084Fe-Ceramic系 微 結 晶 薄 膜 の 軟 磁 気 特 性 古 川 伸 治 ・ 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌18
松 本 文 夫 ・ 藤 森 啓 安(1994),271-276
増 本 健
94-085ア ト ム プ ロ ー ブ に よ る 磁 性 材 料 の ナ ノ 組 織 の 宝 野 和 博 ・ 桜 井 利 夫 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌18
研 究(1994),15-24
33一
番号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
94-086ナ ノ結晶Fe-Nb-B合 金押出 し成形材の磁気特 小島 章伸 ・ 堀切 秀彦 日本応用磁気学会誌18
性 河村 能人 ・ 牧野 彰宏(1994),457-462
井上 明久 ・ 増本 健
94-087ナ ノ結晶組織 を持っbceFe-Nb-B合 金膜の磁 牧野 彰宏 ・ 新野さゆ り 日本金属学会誌58
気特性 井上 明久 ・ 増本 健(1994),106-112
94-088Fe-Co合 金の多層化 による磁歪 の制御 嶋 敏之 ・ 潟岡 教行 日本応用磁気学会誌18
藤森 啓安(1994),403-406
94-089複 合異方性多層膜の等方的特性 島田 寛 ・ 菅原 英州 マグネテ ィックス研究会


















































































































































































94-135高 強 度 ア ル ミ ニ ウ ム 準 結 晶 合 金 井 上 明 久 ・ 木 村 久 道 ア ル ト ピ ア24
(1994),[1]19-26




















































































94-159金 属 人 工 格 子 の 巨 大 磁 気 抵 抗 と 層 間 交 換 結 合 高 梨 弘i毅 ・ 藤 森 啓 安 固 体 物 理28
(1993),637-648
94-160co/Pt/Gd/Pt人 工 格 子 の 層 間 結 合 と 磁 化 過 程 高 梨 弘 毅 ・ 大 場 正 志 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌18








































































































94-189マ イ ク ロ 引 き 下 げ 法 に よ るKLN単 結 晶 福 田 承 生 新 材 料,東 レ リ サ ー チ セ
ン タ ー,(1994),
6139-140
94-190光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 用 結 晶 の 新 展 開 福 田 承 生 応 用 物 理63
(1994),248-254
94-191酸 化 物 バ ル ク 単 結 晶CZ育 成 過 程 に 生 じ る 割 れ 宮 崎 則 幸 ・ 内 田 仁 日 本 機 械 学 会 論 文 集
の 定 量 的 評 価(第1報 、 熱 応 力 解 析 プ ロ グ ラ 塚 田 隆 夫 ・ 宗 像 健(A編)59(1993),
ム の 開 発)福 田 承 生2764-2769
94-192強 磁 場 に 咲 く 銀 の 華 茂 木 巌 パ リ テ ィ ー9
(1994),[5]22-23
11
94-193無 秩 序 成 長 を か な り コ ン ト ロ ー ル で き た よ オ 茂 木 巌 ・ 大 久 保 晋 バ ウ ン ダ リ ー10
～(^ _^)(1994),[4]37-41
94-194W5Si3型 新 三 元 系 化 合 物Nb5(Ge,Sn1-,)2Ge宍 戸 統 悦 ・ 田 中 雅 彦 日 本 化 学 会 誌
(;x=0.25～O.40)の 結 晶 成 長 堀 内 弘 之 ・ 豊 田 直 樹(1994),262-266






























94-201微 小 機 械 部 品 を ア モ ル フ ァ ス 合 金 で っ く る 井 上 明 久 ・ 早 乙 女 康 典 応 用 機 械 工 学34
(1993),[10]114-119
94-202集 合 組 織 を 有 す る 純 チ タ ン 板 の 液 圧 バ ル ジ 試 村 山 洋 之 介 ・ 小 原 和 夫 塑 性 と 加 工35






































































































94-228イ オ ン ク ラ ス タ ー ビ ー ム 法 で 作 製 し た グ ラ ニ 隅 山 兼 治 ・ マクロウフ・サラ 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌18
-46一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
ユ ラ ーFe/Ag合 金 膜 の 構 造 と 磁 気 抵 抗 日 原 岳 彦 ・ 若 生 公 郎(1994),814-818
山 室 佐 益 ・ 櫻 井 雅 樹








































































































94-254低 速 電 子 回 折 井 野 正 三 ・ 藤 永 保 夫 回 折 結 晶 学 と 材 料 科 学,
東 北 大 学 金 研 小 川 研 究 室
成 果 刊 行 会 編,(1993),
261-274
94-255透 過 電 子 回 折 法 に よ る 化 合 物 半 導 体 の 表 面 構 中 田 俊 隆 ・ 大 坂 敏 明 日 本 金 属 学 会 会 報32






































































































































































































































































(194 -309高 温 炉 原 子 吸 光 分 析 に お け る セ レ ン の 原 子 蒸 平 野 義 博 ・ 保 田 和 雄 分 析 化 学43
気 温 度 と マ ト リ ヅ ク ス モ デ ィ フ ァ イ ア と の 関 広 川 吉 之 助(1994),105-110
係
94-310ナ ノ 領 域 で の 分 析 化 学 の 新 展 開 広 川 吉 之 助 ぶ ん せ き
(1993),758・-762
94-311超 微 量 分 析 の 現 状 と 問 題 点 広 川 吉 之 助 ま て り あ33
(1994),81-83
94-312グ ロ ー 放 電 発 光 分 光 法 に よ る 無 電 解 ニ ッ ケ ル 宮 脇 彰 ・ 我 妻 和 明 分 析 化 学43
め っ き 皮 膜 の 深 さ 方 向 分 析 広 川 吉 之 助(1994),125-129
94-313二 重 中 性 子 捕 獲 反 応 の 影 響 が あ る 中 性 子 放 射 岡 田 往 子 ・ 平 井 昭 司 分 析 化 学42
化 分 析 に お け る 高 純 度 二 酸 化 ケ イ 素 中 の ウ ラ 三 頭 聰 明(1993),779-785
ン 及 び ト リ ウ ム の 定 量
一55一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
94-314X線 光 電 子 分 光 測 定 中 ヘ キ サ シ ア ノ 金 属 塩 の 奥 正 興X線 、分 析 の 進 歩25
固 溶 体 中 鉄(IID、 マ ン ガ ン(IIDの 還 元 速 度(1994),349-358
94-315高 純 度 鉄 中 の 微 量 不 純 物 元 素 の 定 量 と高 純 度 高 田九 二 雄 ま て り あ33
鉄 の 純 度 決 定 一ICP発 光 分 光 法 、 黒 鉛 炉 原 子(1994),84-87
吸 光 法 、 吸 光 光 度 法 を 中 心 と し て











































































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
94-335ゾ ル ーゲ ル 過 程 に お け る ゾ ル の 成 長 神 山 智 明 ・ 鈴 木 謙 爾 ゾ ル ーゲ ル 法 に よ る 薄 膜
コ ー テ ィ ン グ 技 術,技 術
情 報 協 会 編,(1994),
82-89
94-336DIA-6型 キ ュ ー ビ ッ ク ア ン ビ ル 超 高 圧 発 生 装 草 場 啓 治 ・ 庄 野 安 彦 理 学 電 機 ジ ャ ー ナ ル24
置 に 組 み 込 ん だ そ の 場X線 解 析 シ ス テ ム(1993),[2]18-28
一 無 機 化 合 物 の 圧 力 誘 起 構 造 相 転 移 の 研 究 へ
の 応 用 一
94-337冷 凍 機 冷 却 型 超 電 導 マ グ ネ ッ トの 開 発 櫻 庭 順 二 ・ 山 田 豊 低 温 工 学28
一 室 温 ボ ア38mmを も っ4T級(Nb ,Ti)3Sn超 電 導 端 文 昭 ・ 張 振 坤(1993),519-525
マ グ ネ ヅ ト ・シ ス テ ム ー 長 谷 部 次 教 ・ 石 原 守
渡 辺 和 雄
94.338冷 凍 辮 鯉 編 導 マ グ ネ ヅ ト の 開 発 山 田 豊.簾 順 二 低 温 工 学28(
-Bi系 超 電 導 バ ル ク 電 流 リ ー ド の 適 用 一 長 谷 部 次 教 ・ 端 文 昭(1993),526-532
張 振 坤 ・ 石 原 守
















































94-350第 一 原 理 バ ン ド構 造 計 算 法 お よ び 分 子 動 力 学 大 野 か お る ・ 川 添 良 幸 バ ウ ン ダ リ ー10
法 に よ る サ ッ カ ー ボ ー ル 型C6e分 子 系 の 電 子(1994),[1]44-52









94-352C6z電 子 雲 の サ イ エ ン テ ィ フ ィ ヅ ク ・ビ ジ ュ 川 添 良 幸 ま て り あ33
ア リ ゼ ー シ ョ ン(1994),184-185
94-353木 版 刷 チ ベ ッ ト文 献 申 の 文 字 特 徴 抽 出 小 島 正 美 ・ 秋 山 庸 子 印 度 学 佛 教 学 研 究
川 添 良 幸 ・ 木 村 正 行(1994),[2]214-217
94-354磁 性 体 に 関 す る 論 文 中 の グ ラ フ 自 動 数 値 化 シ 小 島 正 美 ・ 神 山 博 情 報 知 識 学 会 誌3





発 行 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所INSTITUTEFORMATERIALSRESEARCH
〒980仙 台 市 青 葉 区 片 平2-1-1TOHOKUUNIVERSITY
phone二 〇22-215-21811(atahira2-1-1,Aoba-Ku,Sendai980,Japan
fax:G22-215-2182
幽.捲,♂'tt'"'・ ・ 」 ・tS・s「'【tt」'd'"'"レL
-60一
